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(午後２時５９分 開会) 

○議長(石渡光一君)本日は、御苦労様でございます。 

  出席議員が定足数に達しましたので、これより三島市外五ヶ市町箱根山組合

議会１０月定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  地方自治法第１２１条の規定により、管理者あて出席方を通知しておきまし

たので、御報告申し上げます。 

  本日の会議に、９番 堀江和雄君より欠席する旨の通告がありましたので、御

報告申し上げます。 

本日の議事日程は文書をもって御通知申し上げたとおりであります。 

これより日程に入ります。 

 

△日程第１         会期の決定 

○議長(石渡光一君)日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は本日一日としたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)御異議なしと認めます。 

よって本定例会の会期は、本日一日と決定いたしました。 

  

△日程第２         会議録署名議員の指名 

○議長(石渡光一君)次に、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１０８条の規定により、議長において１３番  

鈴木健一君、１４番 長澤務君の両名を指名いたします。 

 

△日程第３    報第１号   令和元年度  三島市外五ヶ市町箱根山組合会計 

繰越明許費繰越計算書の報告について 

○議長(石渡光一君)次に、日程第３ 報第１号 令和元年度 三島市外五ヶ市町箱根

山組合会計繰越明許費繰越計算書の報告について、報告を行います。 

  本件について、当局から報告を願います。 

〔副管理者 長谷川博康君登壇〕 
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◎副管理者(長谷川博康君)ただいま上程になりました、報第１号 令和元年度 三島

市外五ヶ市町箱根山組合会計繰越明許費繰越計算書の報告につきまして、御報告

申し上げます。 

組合議会２月定例会において繰越しをお認めいただいた災害復旧に係る農林

道事業負担金３３９万９，０００円について、実際に繰り越しをいたしましたの

で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、御報告申し上げるもので

ございます。 

繰越した理由は、三島市及び函南町が実施する林道等の災害復旧工事のうち、

６箇所については国庫補助を受けることにより、年度内における事業完了が見込

めなかったことにありました。この工事については、三島市は既に完了し、函南

町は年内に完了する見込みであると聞いております。今後、正式な手続きを経て、

負担金の支払いをさせていただきます。 

なお、今回の繰越明許費の対象ではありませんが、昨年の台風１９号により、

大きな被災を受けた芦ノ湖高原別荘地南側斜面区域につきまして、引き続き、県

営治山事業による対応について、三島市とともにお願いをしてまいります。 

また、芦ノ湖高原別荘地内の被災状況についても、報告・相談を受けておりま

すので、組合に何ができるのかにつきましても、併せて検討してまいります。 

以上で報告を終わります。 

○議長(石渡光一君)以上で当局からの報告が終わりましたので、これより本件につ

いて質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ本件についての質疑を打ち切ります。 

 

△日程第４    認第１号   令和元年度  三島市外五ヶ市町箱根山組合会計 

歳入歳出決算認定について 

○議長(石渡光一君)次に、日程第４ 認第１号 令和元年度 三島市外五ヶ市町箱根

山組合会計歳入歳出決算認定についてを議題といたします。 

  本件について当局から提案理由の説明を願います。 

〔副管理者 長谷川博康君登壇〕 

◎副管理者(長谷川博康君) ただいま、上程になりました、認第１号 令和元年度 三

島市外五ヶ市町箱根山組合会計歳入歳出決算認定について、提案の要旨を申し上
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げます。 

  はじめに、歳入の概要を御説明いたします。お手元の決算書、１ページ、２ペ

ージをお開きください。一番下の欄、歳入合計の記載にありますように、予算現

額７，９０１万６，０００円に対し、収入済額は７，８５２万７２３円で、４９万

５，２７７円、０．６％の不足となりました。不足となった理由は、２款  財産

収入、１項 財産運用収入において、１節 貸地料の法人１７団体のうち、１団体 

一般財団法人中小企業レクリエーションセンターについて、台風１９号による県

道崩落等に伴う交通アクセス難をはじめ、新型コロナウイルス感染症の拡大の影

響により、営業売上が激減し、国等へのあらゆる支援制度についての活用を準備

しているなど資金繰りが厳しい旨の申し入れがなされたことに伴い、一部延納を

認めたことによるものです。 

  次に、歳出の概要をご説明いたします。３ページ、４ページをお開きください。

下から２番目の欄、歳出合計の記載にありますように、予算現額７，９０１万

６，０００円に対し、支出済額は、６，９６９万４９６円で、翌年度繰越額は３３９万

９，０００円、不用額は５９２万６，５０４円となりました。執行率は８８．２％

でした。 

  なお、翌年度繰越金３３９万９，０００円は、三島市及び函南町に対する農林

道事業負担金で、三島市及び函南町が実施する林道等の災害復旧工事のうち、国

庫補助を受け施工するものについて、災害規模も大きく年度内における事業完了

が見込めないことから繰越明許としたものです。この結果、一番下の欄に記載し

てありますとおり、繰越明許も含め、歳入歳出差引残額は、８８３万２２７円と

なり、令和２年度会計へ繰越しとなりました。 

次に、歳入の詳細について御説明いたします。５ページ、６ページをお開きく

ださい。１款 使用料及び手数料の収入済額６７９万９，９８５円のうち、１項

１目 使用料、１節 電柱敷使用料２１８万５，５００円は、東京電力関係が８４６本、

ＮＴＴ関係が６１１本の使用料です。２節  その他使用料４６１万４，３８５円

の主なものは、国道 1 号笹原山中バイパス工事や東京電力の鉄塔建替え工事等に

伴う土地一時使用料と、既にガス管が埋設され土地を占用させている熱海瓦斯株

式会社からの土地占用料などです。次に、２款 財産収入の収入済額６，５２３万

３，６３６円のうち、１項 財産運用収入、１目  財産貸付収入、１節  貸地料

３，８１３万３，５３４円は、株式会社芦の湖カントリークラブほかの法人及び

一般貸付の貸地料で、詳細はお手元の業務報告書４ページから５ページにかけて
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記載してあるとおりでございますが、予算額３，９１５万８，０００円に対し、

法人１団体の貸地料の一部について延納を認めたことにより、収入済額３，８１３万

３，５３４円となったことが、不足となった主な理由であります。次の行の２目  

利子及び配当金、１節  預金利子１６６万１８円は、積立金７億９，６００万円

の運用利子です。次の行の３目 森林収入、1 節 造林木売却収入６８９万１，８３４円

の内、直轄林１９８万３，０１３円については、株式会社森ラボが三島直轄林に

おいて森林経営計画に基づき間伐等を実施したことによる造林木売却収入です。

分収造林４９０万８，８２１円については、スルガフォレスト株式会社が函南町

地籍内の分収林において森林経営計画に基づき間伐等を実施したことによる造

林木売却収入です。 

次に２項１目１節 補償料収入１，８５４万８，２５０円は、ＪＲ東日本や東

京電力ＰＧからの送電線下補償料、株式会社芦の湖カントリークラブからの水利

採草補償料、ＪＲ東日本関係の鉄塔工事等に係る支障木伐採補償料です。７ペー

ジ、８ページをお開きください。３款１項１目１節 繰越金の収入済額は６１３万

９，４９５円でした。次に、４款 諸収入の収入済額３４万７，６０７円のうち、

２項１目  雑入、１節  その他雑入３４万６，７７８円の主なものは、分収林

１６.７８ｈａについて、５年間の森林保険に再加入するにあたり、森林保険料

の７０％分を分収林管理団体に納入いただいた森林保険料の地元負担金です。 

次に、歳出の詳細について御説明いたします。９ページ、１０ページをお開き

ください。１款１項１目 議会費３４５万８，０３６円は、組合議会の運営に要

した経費で主なものは報酬ですが、このほかとして、令和元年１１月１２日に実

施いたしました伊豆森林管理署での研修経費も含まれております。次に、１１ペ

ージ、１２ページをお開きください。２款総務費  ３，０４１万１，０６２円の

うち、１項 総務管理費、１目 一般管理費３，０３０万７，５６２円は、特別職

２名と一般職３名の人件費と組合の一般管理事務に要した経費です。人件費以外

の大きなものとしましては、１４節 使用料及び賃借料１０７万９，２７３円で

すが、これは、組合事務所の賃借料や組合公用車の駐車料及び地籍調査における

成果図面などを管理するための地籍調査システムの賃借料などです。次の２項

１目  監査委員費１０万３，５００円は、監査事務に要した経費です。次に、

１３ページ、１４ページをお開きください。３款 財産費３，５８２万１，３９８円

のうち、１項 財産費、１目 管理費３，０９２万１，３９８円の主なものを御説

明いたします。なお、詳細につきましては、業務報告書６ページから１１ページ
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にかけて記載してございますので、併せて御覧いただければと思います。それで

は１４ページの右側の備考欄を御覧ください。財産管理事業２，６９８万８，４６１円

のうち、１０行目の森林保険料５７万３，９４９円は、業務報告書の６ページに

も記載してございますが、森林の罹災に対応するために、山中新田区ほか１０団

体の分収林１６.７８ｈａと直轄林３.０５ｈａの計１９.８３ｈａの森林ついて、

５年間の森林保険に再加入したものでございます。次の行の財産管理台帳補正調

査業務委託料３８９万８００円は、函南町地籍における組合管理地の地籍調査未

調査区域の管理地全体の図面情報等を集約し、一元的な財産管理を図ることを目

的に、既設点の検証に係る現地踏査や境界確認などの業務を委託したものです。

２行おいて次の機械器具費１０３万６０円は、山林火災防止対策用として、三島

市消防団に貸与するため、発電機２台とバルーン型投光器２台を購入したものと、

組合管理地の森林の現況調査やパトロール用としてドローンを購入したもので

す。１行おいて次の農林道事業負担金８１０万４，２７２円は、林道諏訪ノ台線

の路面修繕など、三島市及び函南町が実施した林道等の整備・管理に係る事業費

の一部を負担したもので、詳細は業務報告書の７ページに記載してございますが、

令和元年度につきましては、通常の整備・管理のほか、昨年１０月１２日の豪雨

を伴う台風１９号により被災した箇所の災害復旧に係る事業費の一部を負担し

たことから、例年よりも大きい支出額となりました。３行おいて下の地籍調査事

業負担金７０万８，８００円は、三島市が実施している箱根山工区の地籍調査事

業について、三島市との協定に基づき、事業費の一部５％分を負担したものでご

ざいます。３行おいて次の送電線下補償料地元交付金４５９万６，７５０円は、

ＪＲ東日本及び東京電力パワーグリッドからの送電線下補償料を補助金等交付

規則に基づき関係団体に交付したもので、詳細は業務報告書の８ページ下段に記

載してあるとおりでございます。次の行の水利採草補償料４０万２，０００円は、

株式会社芦の湖カントリークラブから納入された補償料を谷田用水組合など４

団体に交付したものです。次の行の積立金６５０万円は、組合の長期にわたる財

政の育成を図り、財政運営の健全化を確保するため積み立てたものでございます。

これにより、年度末の積立金残高は、８億２５０万円となりました。次の貸付地

管理事業の貸付地維持管理事業補助金１８万９，０６０円は、一般貸付地の管理

団体４団体が実施した境界確認や下刈り等の山林維持管理活動に対して、同じく

次の分収造林地管理事業の分収林維持管理事業補助金４１万８０７円は、分収造

林地の管理団体１１団体が実施した境界確認や下刈り等の山林維持管理活動に
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対し、５万円を限度に事業費の２分の１を補助したものです。いずれも業務報告

書の９ページから１０ページ上段にかけて記載してあるとおりでございます。次

の行の直轄地管理事業３３３万３，０７０円のうち、１行おいて次の直轄林管理

事業委託料２９４万７，１０２円は、三島直轄林や函南直轄林をはじめとした組

合直轄林の防火線や経路の下刈りなど、管理に係る事業を委託したもので、詳細

は業務報告書１０ページ下段に記載してあるとおりでございます。次に、１５ペ

ージ、１６ページをお開きください。１６ページ右側の備考欄、上から３行目の

機械器具費２０万６，４９６円は、直轄地の適切な管理を図るため、管理地内に

不注意に立ち入る二輪車等の通行の抑止や、イノシシやシカなどの実態等、状況

を把握するため、自動撮影カメラ 4 台を購入したものです。次に、２目森林費

４９０万円について御説明いたします。１６ページ右側、備考欄を御覧ください。

１番上の行、森づくり事業が４９０万円で２目森林費は、森づくり事業のみ単独

の構成となっております。森づくり事業は、平成２５年８月に組合議会の特別委

員会により策定された三島直轄林整備事業計画に沿って進めている事業でござ

います。詳細は業務報告書１１ページから１２ページにかけて記載してございま

すので、併せて御覧いただきたいと存じます。決算書１６ページ右側の備考欄、

森づくり事業の中の一番上の行、広葉樹林化区域保全整備業務委託料１２４万円

は、学びの森や景観創造の森などの利用目的別に笹刈りや植栽木の保護及び防獣

ネットの設置などの保全整備について委託したものです。次の行の広葉樹林化区

域間伐業務委託料４９万円は、社会貢献の森の広葉樹林化に向け、当初作業路の

開設や間伐等を委託したものですが、台風１９号の被災を受けて現場への立ち入

りが困難になったため、一部委託内容を変更しました。次の行の混交林化区域保

全整備業務委託料２７万円は、諏訪の台渓畔林の下刈りや林床整理及び歩道の維

持管理など保全整備について委託したものです。次の行の長伐期林化区域間伐業

務委託料７５万円は、研修の森について、残存木の処理も含め、１ｈａの間伐等

を委託したものです。次の行の三島フォレストクラブ事業補助金５０万円は、森

林の植生調査や保全活動と箱根西麓森林塾の開講・運営に対し補助したものです。

次の行の箱根接待茶屋の森事業補助金１６５万円は、箱根接待茶屋の森約１０ｈａ

の森づくり活動及び森林環境教育イベントとして、年３回実施した森の楽校の開

講・運営に対し補助したものです。 

以上で説明を終わります。なお、詳細につきましては、お手元の業務報告書に

記載してありますので、参考にしていただきたいと存じます。 
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よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議長(石渡光一君)次に、監査委員から決算審査の報告を願います。 

〔監査委員 佐野俊光君登壇〕 

○監査委員(佐野俊光君)ただいま上程になりました、認第１号 令和元年度 三島

市外五ヶ市町箱根山組合会計歳入歳出決算認定について、地方自治法第２３３

条第２項の規定に基づき、審査しました結果を監査委員を代表して御報告申し

上げます。 

  審査に付されました、令和元年度 三島市外五ヶ市町箱根山組合会計歳入歳出

決算書、事項別明細書及び付属書類は、ともに関係法令に準拠して作成されて

おり、決算書に計上されている諸係数は、関係帳簿及び証書類と符合し、令和

元年度における歳入歳出決算額を適正に表示しているものと認めましたことを、

御報告申し上げます。なお審査の詳細につきましては、お手元の別冊、決算審

査意見書に記載してありますので省略させていただきます。 

  以上、決算審査の結果報告といたします。 

○議長(石渡光一君) 以上で当局からの説明並びに監査委員の報告が終わりまし

たので、これより本件について質疑を許します。 

○１１番(大石一太郎君)３点について伺います。最初は歳入歳出決算ですが、決

算書の歳入のうち２款 財産収入、１項 財産運用収入、３目 森林収入のうち直

轄林、分収造林の造林木売却収入が当初予算、また昨年度実績に対して大幅に

増えており、間伐材が有効利用されていることは箱根山組合の担当者の皆さん

の努力であると評価しております。売却先、柱とか床とか杭とかその利用方法、

また今後の売却の見通しについて伺いたいと思います。次に、荒廃の進む森林

の再生整備を進めるため、平成１８年から森林（もり）づくり県民税が導入、

施行され、山林火災の防止や水源涵養を目的とした間伐等を行う森の力再生事

業をスタートいたしました。個人は年間４００円、法人は法人県民税均等割税

率に５％上乗せし、年間１，０００円から４万円が徴収され、県では年間１０億

円の税収効果を見ています。この資金を活用し、市町と連携して森の力再生事

業の実施をされているのか考えを伺います。また、平成３１年３月に森林環境

税及び森林環境譲与税に関する法律が施行され、喫緊の課題とされる森林の荒

廃を防止、森の環境保全を図るため、森林環境譲与税については令和元年度か

ら譲与が開始されました。一方の森林環境税は、京都議定書に基づき温室効果

ガス排出削減に向け、森林経営管理計画に基づき間伐等を推進するため、令和
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６年度から課税されることになっております。昨年開始された森林環境譲与税、

間伐、人材育成と担い手の確保、木材の利用促進、普及啓発と広範囲に活用が

でき、私有林人工林の面積、人口等の客観的基準で按分、譲与されることにな

っていますが、市町と協議し活用されているのか併せて伺います。 

◎副管理者(長谷川博康君) お答えいたします。３点程ご質問いただきました。木

材の売却収入ですが、これにつきましては、これまでは臨時的な収入として補

正予算等で対応してきた経過がございますが、令和２年度から当初予算にでき

るだけ計上するように努めようということから、実際の事業者から聴取を行っ

たうえで予算付けをさせていただきました。今回、少し大きい金額が載ってお

りますが、２社からの売却収入でございまして、一つは株式会社森ラボという

ところです。もう一つはスルガフォレストという事業所です。森ラボにつきま

しては、経営計画の合意にあたって、当初、こちらが作りました計画に基づい

て、経営計画制度を積極的に活用していこうという所から始めて、最初、スタ

ートの時からお願いしたことですが、まず経営計画制度は５年間で行っていく

ことがありましたので、５年間はもしかすると組合の持ち出しがあるかもしれ

ないということがあり、森ラボにつきましては５年間の清算を今回受けたとい

うことで、少し金額が大きくなった経緯がございます。もう一つ、スルガフォ

レストにつきましては、こちらは当初の聴き取りを行った当初予算より成果が

少し大きくできましたことから歳入が上がったという結果がございます。使わ

れ方につきましては、売却の先までは関知をしておりません。国の制度を利用

しておりますので、県の補助金等も申請して補助金などを受けた中での売却と

の差額の実際の売り上げがあった部分について、分収林については３割程度の

組合への納入と直轄林については１０割納入ということでやっていますので、

売却先については把握しておりませんが、また聴いたうえでご報告させていた

だきたいと思います。２点目の県の森の力再生事業についてですが、こちらに

つきましても、また制度の継続を前提に色々な話し合いをされていると広報さ

れておりますが、三島市の中でも、特に県のこの制度が使える場所がかなり厳

しいものがございまして、すぐに行けるような所ではなくて相当困っているよ

うな所で尚且つ保安林等ではない所ですので、比較的三島市の中でもなかなか

活用しにくいという面がありますが、三島市では農政課が主体となっています

ので、農政課と県とで相談しながら、また事業者からの相談を受けながら箱根

山組合地の中にもし該当があった場合について、そちらについての利用者の方
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の同意を得るようなところで協力している現状でございます。それから新制度

が４月から導入されて、三島市との連携の関係なのですが、当初この制度が導

入される以前から三島市と協議を進めておりまして、組合地については組合の

管理地にあって分収林等もありますので、ある程度組合が管理していく中でこ

の制度が使えるのかどうか協議してまいりました。その中で組合地の中でも個

人への貸付地と分収林として団体への貸付地の２種類に分かれるのですが、個

人への貸付地につきましては、組合が貸していたとしても管理が難しいという

場所についてはある程度この制度が使えるということで、三島市においては集

積計画を主に作っていただいているところでございます。分収林につきまして

も優先順位が低くなりますが、活用できないわけではないということで、三島

市におきましては、組合地の中の意向調査をしたうえで、その中で三島市が責

任をもって間伐をしていく場所とあとは経営計画の制度を使いながら面的に制

度できる場所を区別してゾーン分けしていきながら、新しい三島市における森

林整備計画に位置付けていこうということで協議を進めながら、この事業の制

度に対応していこうというところでございます。 

○１１番(大石一太郎君)間伐材については、売却の見通しを含めてできれば聞き

込み、活用していただけるように努力していただきたいと思います。また、一

方で、異常気象とか気候変動で、熱波により、アメリカのカリフォルニア州、

そして、オーストラリア、ブラジルのアマゾン川流域、山林火災が森林だけで

なく家屋や多くの住民を奪い自然の生態系を変えています。日本でも気温の上

昇が毎年更新され、一方では集中豪雨や台風による被害が発生しています。京

都議定書やパリ協定書を尊重し、地球温暖化の防止、温室効果ガスの排出削減

等に向けた取組みは非常に重要であります。平成３０年成立の森林経営管理法

を踏まえ、今後、森林の計画的な経営管理の充実と山林の環境保全、水源涵養

に向けた取組みの変化も考えられます。この方針について考えがあればお伺い

したいと思います。森林（もり）づくり県民税、森林環境譲与税は翌年度の森

林環境税につながる重要な施策であり、積極的に制度活用していくと思います。

この点についても、再度見解を伺います。 

◎副管理者(長谷川博康君) 先ほど少し御説明させていただきましたが、三島市に

おいて、森林整備計画という計画の中の三島市の森林区域の中に箱根山区域の

森林も入っていて、三島市との連携を欠かすことはできません。このことから、

三島市との連携をさらに深めつつ、さらに有効的な効果の高い森林整備に組合
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の土地も加えてやっていただけるように協力していきたいと思います。 

○１１番(大石一太郎君)制度活用については難しいことは分かりますけど、極力

市町と協議しながら、予算編成にあたり、国県の制度利用をしっかり行ってい

ただければと思います。 

○議長(石渡光一君)ほかに質疑ございませんか。なければ本件についての質疑を

打ち切ります。これより本件について討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ討論を終わり、これより認第１号 令和元年度 三島市

外五ヶ市町箱根山組合会計歳入歳出決算認定について採決いたします。 

原案どおり認定することに御異議のない方は挙手を願います。 

〔 賛 成 者 挙 手 〕 

○議長(石渡光一君)挙手全員と認めます。 

よって認第１号は原案どおり認定することに決定いたしました。 

 

△日程第５    議第３号   令和２年度  三島市外五ヶ市町箱根山組合会計 

補正予算案（第１号）について 

○議長(石渡光一君)次に、日程第５ 議第３号 令和２年度 三島市外五ヶ市町箱

根山組合会計補正予算案についてを議題といたします。 

  本件について当局から提案理由の説明を願います。 

〔副管理者 長谷川博康君登壇〕 

◎副管理者 (長谷川博康君 ) ただいま、上程になりました議第３号  令和２年度 

三島市外五ヶ市町箱根山組合会計補正予算案について、提案の要旨を申し上げま

す。 

  今回の補正は、既定の予算に２９９万８，０００円を増額追加し、予算の総

額を７，９９４万８，０００円にしようとするものであります。 

  はじめに、歳入の説明をいたしますので、お手元の補正予算案６ページ、７

ページをお開きください。２款 財産収入、１項 財産運用収入、１目 森林収入、

１節 造林木売却収入１５０万円は、函南町地籍内の分収造林の森林経営計画に

基づき実施された３３．６５ｈａの間伐等により生じた収入のうち、分収割合

である３割相当額の増額分について、追加するものであります。８ページ、９

ページをお開きください。２款  財産収入、２項１目１節  補償料収入２２万
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３，０００円は、ＪＲ東日本の送電線路と植栽木との離隔距離を確保するため

の伐採に伴うものなど、支障木伐採補償料を追加するものであります。１０ペ

ージ、１１ページをお開きください。２款 財産収入、３項１目１節 土地売却

収入８４万４，０００円は、このあとの議第４号議案、議第５号議案で御審議

のお願いを予定しております、主要地方道熱海箱根峠線災害復旧工事用地及び

箱根南西麓地区農道工事用地として、静岡県に土地を売却するにあたり計上す

るものであります。１２ページ、１３ページをお開きください。３款１項１目

１節 繰越金は、前年度からの繰越金額が確定しましたので、４３万１，０００

円を追加するものであります。 

  次に、歳出の御説明をいたしますので、１４ページ、１５ページをお開きく

ださい。３款１項 財産費、１目 管理費の財産管理事業を２９０万円追加する

ものですが、これは、組合の長期にわたる財政の育成を図り、財政運営の健全

化を確保するために２４節 積立金を２９０万円追加するものであります。１６

ページ、１７ページをお開きください。４款１項１目 予備費は９万８，０００円

を追加するものであります。 

  以上で説明を終わります。よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長(石渡光一君) 以上で当局からの説明が終わりましたので、これより本件に

ついて質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ本件についての質疑を打ち切ります。これより本件

について討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ討論を終わり、これより議第３号 令和２年度 三島市

外五ヶ市町箱根山組合会計補正予算案（第１号）について採決いたします。 

原案どおり可決することに御異議のない方は挙手を願います。 

〔 賛 成 者 挙 手 〕 

○議長(石渡光一君)挙手全員と認めます。 

よって議第３号は原案どおり可決することに決定いたしました。 

 

△日程第６   議第４号  土地売却について 

△日程第７   議第５号  土地売却について 
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○議長(石渡光一君)次に、日程第６ 議第４号及び日程第７ 議第５号土地売却に

ついてを一括議題といたします。 

２件について、当局から提案理由の説明を願います。 

〔副管理者 長谷川博康君登壇〕 

◎副管理者(長谷川博康君) ただいま、上程になりました議第４号及び議第５号の

いずれも土地売却についての２件につきまして、提案の要旨を申し上げます。 

 まず、議第４号についてでありますが、これは、昨年１０月の台風１９号の影

響によって函南町桑原地先の主要地方道熱海箱根峠線の一部が崩落いたしました。

この復旧工事の事業用地として、組合所有地、函南町桑原字盗人厩１３８５番１

の内ほか１筆の山林、２３９．４２㎡を１㎡あたり６５０円、総額１５５，６２２円

で静岡県に売却しようとするものであります。すでに、借地人からは、復旧工事

に対する理解も得られ、借地返還承諾書も提出されております。なお、お手元に

参考資料として、土地売買契約書（案）のほか、事業概要及び理由書、位置図、

座標値の入った用地平面図、公図写及び用地実測図を添付させていただきました。 

 次に、議第５号についてでありますが、これは、静岡県が行う、三島市字井戸

尻地先での畑地帯総合整備（担い手支援）箱根南西麓地区農道１工事に伴い、農

道拡幅改良工事の事業用地として、組合所有地、三島市字井戸尻４７０６番１の

内ほか３筆の現況地目、山林４２５．４７㎡を１㎡あたり１，６２０円、総額

６８９，２６０円で静岡県に売却しようとするものであります。すでに、借地人

からは農道拡幅改良工事に対する理解も得られ、借地返還承諾書も提出されてお

ります。なお、お手元に参考資料として、土地売買契約書（案）のほか、事業概

要及び理由書、位置図、用地平面図、公図写、用地実測図及び求積表を添付させ

ていただきました。 

 以上２件、宜しく御審議の上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議長(石渡光一君) 以上で当局からの説明が終わりましたので、これより議第４

号について質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ議第４号についての質疑を打ち切り、これより議第

５号について質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ質疑を打ち切り、これより議第４号について討論を

許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ討論を終わり、これより議第４号 土地売却について

採決いたします。 

原案どおり可決することに御異議のない方は挙手を願います。 

〔 賛 成 者 挙 手 〕 

○議長(石渡光一君)挙手全員と認めます。 

よって議第４号は原案どおり可決することに決定いたしました。 

つづいて、議第５号について討論を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長(石渡光一君)なければ討論を終わり、これより議第５号 土地売却について

採決いたします。 

原案どおり可決することに御異議のない方は挙手を願います。 

〔 賛 成 者 挙 手 〕 

○議長(石渡光一君)挙手全員と認めます。 

よって議第５号は原案どおり可決することに決定いたしました。 

 

以上で、本日の議事は終了いたしました。 

ここで豊岡管理者より発言を求められておりますので、これを許します。 

〔管理者 豊岡武士君登壇〕 

◎管理者(豊岡武士君)議会閉会にあたり、一言お礼の御挨拶を申し上げます。

１０月定例会におきましては、令和元年度の組合会計の決算認定をはじめとし

た４件の議案につきまして、慎重なる審議、御承認を賜り、誠にありがとうご

ざいました。 

  令和元年度、社会の大きな変革の中で迎えた、新たな時代に希望を託し、将

来の夢の実現に向けて動き出しました。そのような中、ちょうど今日で１年と

なりますが、台風１９号の災禍に見舞われ、本組合におきましても、林道等、

復旧のための多額の負担と森林整備のあるべき姿、その大きな課題に直面する

結果となりました。森林が持つ公益的機能、とりわけ治山・治水の取り組みに

既存の制度を活用するなど、これまでも重点的に進めてまいりましたが、さら

に一層、強い気持ちを持ち森林保全、災害防除を意識して、その対策を進めて

いく考えであります。 

  このような中、各市町におきましては、国からの森林環境譲与税の配分を受
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け、新たな森林経営管理、環境整備の取り組みが進められております。この制

度は、当組合の森林整備の在り方に直結し、かつ、大変有益な取り組みであり

ますので、さらに関係市町との連携を深め、効果的な推進を図ってまいります。  

  令和２年度に入り、新型コロナウイルス感染症の流行により私たちの生活と

社会経済が大きな打撃を受けましたが、一人ひとりが力を合わせることにより、

この難局を乗り越えることができると存じます。引き続き、気を緩めることな

く、感染拡大防止と社会経済活動の両立を確実に進めてまいりたいと思います。 

  朝晩の冷え込みも進み、秋の深まりを感じる季節となってまいりました。議

員の皆様におかれましては、今後共、御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申

し上げますとともに十分健康にご留意され、御健勝にて、益々ご活躍されます

よう心からご祈念申し上げまして、お礼の御挨拶とさせていただきます。 

誠にありがとうございました。 

○議長(石渡光一君)これをもちまして、１０月定例会を閉会いたします。 

御苦労様でした。 

 

(午後３時４３分 閉議) 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名いたします。 

 

令和２年１０月１２日 

 

 

議 長      石渡 光一 
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